申請書記載例（認定申請時）
５．事業所の体制について説明する資料（例）
	法令の要求事項に適合していることの説明

	第三章　計画

	第六条（保安に影響を与える危険源）

	（要求事項）50
事業所は、製造工程、設備、運転等における、保安に影響を与える危険源の特定に係る手順を確立し、かつ、維持しなければならない。
２　事業所は、危険源に関する情報を最新のものとしなければならない。

	（適合していることの説明）【更新申請の場合は変更の有無　変更あり・変更なし】
※要求事項で求めている事項を説明してください。必要に応じて規程類の抜粋（フロー図等を含む）を添付してください。
（例）
事業所保安管理マニュアルに基づき、危険源をプロセス、設備、作業の観点で特定している。詳細な手順は、リスクアセスメント実施規則とその下位文書である各要領に定める。
（１）プロセス危険源の特定手順
プロセス危険源については、ＨＡＺＯＰ手法を用い、各プラントにつき４年毎に再評価を行っている。特定された危険源は、危険源情報に管理し、事故の発生頻度と、その影響度から表に示すマトリクスでそのリスクレベルをⅠ～Ⅳに評価する。リスクレベルによってその対応は・・・（略）


	（関係資料名）【添付あり・添付なし】
※危険源の特定に係る手順を定める文書（関係する規程類、要領類）や実際に行ったリスク評価結果等を添付してください。
（例）
・ＨＡＺＯＰ実施要領、非定常リスクアセスメント実施要領、設備安全審査要領、作業に関するリスク評価実施要領（資料番号○）
・ＨＡＺＯＰの実施結果（資料番号△）




